
私道助成制度のご案内 
・排水設備と舗装の工事費の一部を予算の範囲内で助成いたします。 

・清掃費、調査費、桝蓋の交換費、建築に伴う工事は助成いたしません。 

・工事後の申請の受付はいたしません。 

・区が定めた条件をすべてみたす必要があります。 

令和３年４月 

豊島区 都市整備部 道路整備課
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私道助成手続きの流れ 
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私道助成制度のあらまし 

豊島区では、区民の皆さまが通行し、日常生活に欠かすことができない私道

の排水設備（下水）や舗装について、道路交通環境の改善を支援するため、予

算の範囲内で補修等の工事費の一部を助成いたします。 

私道助成制度の概要は、この「ご案内」に記載したとおりですが、詳細につ

いては、豊島区都市整備部道路整備課道路整備グループにご相談ください。 

対象となる私道 

一般の公衆に供している道路幅１．２ｍ以上の私道 

（建築基準法第４２条に該当する私道） 

※ただし、豊島区有通路は除きます。 

◎ 都市計画課街づくり情報グループ（本庁舎６階５番窓口）でお調べくださ

い。なお、間違いが生じた場合の影響が大きいため、電話等でのお問い合わ

せにはお答えしておりません。必ず、ご来庁のうえ、ご確認ください。 

・私道は、皆さまの財産のため、区で工事を行うことはできません。 

・工事費の一部は、皆さまの負担になります。関係する皆さまで合意形成を

図り、負担方法等を決めてください。 

・排水設備と舗装は、条件が合えば重複して助成を受けることができます。 

・私道の所有者の特定は、東京法務局豊島出張所等で公図と要約書（土地）

等を入手（有料）して行ってください。 

・区は、必要に応じて、工事の相談や技術的な助言などを行いますが、工事

全般（工事発注、施工管理、工事代金の支払い、トラブルなど）について

は、すべて関係する皆さまの責任で行っていただきます。 

≪概略≫ 

１．建築基準法第４２条第１項第２号の私道。 

→ 都市計画法の開発許可により築造された私道。 

２．建築基準法第４２条第１項第３号の私道。 

→ 昭和 25年当時に存在していた幅員４ｍ以上の私道。 

３．建築基準法第４２条第１項第５号の私道。 

→ 建築のため特定行政庁の指定を受けて造った私道。位置指定道路。 

４．建築基準法第４２条第２項の私道。 

→ 昭和 25年当時に存在していた幅員４ｍ未満の私道。 
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条 件 

（１）次のすべての条件を満たす工事であること。 

 排水設備  

ア 全体的に著しく老朽化しており、周囲の環境衛生に悪影響を与えている

ものであること。（具体的な不具合が生じていること。） 

イ 請負者は、「東京都指定排水設備工事事業者」であること。 

ウ 需要家による排水設備の新設ではないこと。  

エ 桝蓋の交換ではないこと。 

オ 建築損傷の復旧を目的とした工事ではないこと。 

カ 建築を起因とした工事ではないこと。 

キ 開発行為を起因とした工事ではないこと。 

ク 建築基準法第42条第１項第２号及び第５号に基づく私道の場合は、 

当該私道を築造した日から10年以上経過していること。 

※ 「清掃費」、「調査費」、「申請料や手数料等」は、助成いたしません。 

※ 「東京都指定排水設備工事事業者」の一覧は、東京都下水道局のホーム

ページでご確認ください。豊島区外の業者でも構いません。 

 舗  装  

ア 未舗装又は現況の舗装が著しく破損しており、雨水の滞留が認められる

など通行の支障になっていること。（具体的な不具合が生じていること。） 

イ 舗装は、１棟以上の住宅に接する全幅員の工事であること。 

ウ 行き止まりの私道は、主要な出入口を有し、生活実態のある５棟以上の

住宅があること。 

エ 建築損傷の復旧を目的とした工事ではないこと。 

オ 建築を起因とした工事ではないこと。 

カ 開発行為を起因とした工事ではないこと。 

キ 建築基準法第42条第１項第２号及び第５号に基づく私道の場合は、当

該私道を築造した日から10年以上経過していること。 

※ 「清掃費」、「調査費」、「申請料や手数料等」は、助成いたしません。 

※ 舗装の項目の条件を満たさない場合は、排水設備補修における堀山範囲

の舗装の補修分のみが助成の対象となります。 
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（２）工事を行おうとしている範囲の私道敷所有者と沿道居住者全員の合意形

成がされ、１名でも反対者がいないこと。ただし、沿道居住者の合意形

成においては、マンションやアパートなどの集合住宅の場合、代表とし

て管理会社や理事長等の管理者１名でも構いません。 

（３）申請者は、工事を行おうとしている範囲の「私道敷所有者と沿道居住者

全員（マンションやアパートなどの集合住宅の場合は、沿道居住者全員

の代表として、管理会社や理事長等の管理者１名。）」の中から皆さま

で１名選出すること。 

   申請者は、次の①～④を行うこと。 

（２）① 地元の意見のとりまとめを行うこと。 

② 豊島区に私道整備助成金交付申請を行うこと。 

（２）③ 工事を発注し、トラブル等の問題発生時は誠意をもって対応すると 

ともに全責任を負うこと。 

（２）④ 区の検査合格後、請負者に工事費を支払い、区長に助成金の請求を 

行うこと。 

内 容 

（１）助成金の額 

「区が算定した工事費総額」と「請負者作成の工事費見積書（私道整備

施行基準Ｐ．１５～Ｐ．２０に基づく必要があります。）の工事費総額」

を比較し、いずれか低い金額に１００分の９０以内の割合を乗じて得た

額になります。ただし、１，０００円未満の端数があるときはこれを切

り捨てます。 

※具体的な金額は、申請後の審査において助成金の交付を決定した場合

にお知らせする「助成金交付決定通知書」に見込額を、検査合格後に

お知らせする「助成金交付金額確定通知書」に確定額を記載します。 

（２）一申請あたりの上限額 

排水設備：５００万円 ※排水設備の補修が工事費の内訳を大きく占める場合

舗  装：２００万円 ※排水設備の補修が工事費の内訳を大きく占めない、 
 または含まない場合

※排水設備の上限額と、舗装の上限額を合算することはできません。
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申請方法 

申請は、次の（１）～（８）の書類を揃えて行ってください。 

（１） 申請書（別記第１号様式） 
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（２） 工事承諾書（別記第２号様式） 

※ 工事を行う範囲の「私道敷所有者全員」と「沿道居住者全員」の承諾を用

意してください。 

※ 沿道居住者について、各家屋の代表者1名以上、空地や駐車場の場合は管

理者1名以上の承諾をお願いします。 

※ 沿道居住者について、マンションやアパートなどの集合住宅の場合は、管

理者（管理会社や理事長等）１名でも構いません。 
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（３） 案内図 

   工事の場所を記した住宅地図等を用意してください。 

（４） 平面図及び断面図 

請負者が作成する工事の平面図と断面図を用意してください。 

参考 
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私道整備施行基準（P．1５～P．２０）で規定した８６工種を使用して、「

平面図」と「断面図」を作成してください。 

※「管延長」は、桝（人孔に相当する桝）間を結ぶ下水道本管の実延長とな

り、私道整備施行基準（Ｐ．１８）の５１塩化ビニル管布設工１、５２塩

化ビニル管布設工２、５３塩化ビニル管布設工３を適用する。 

※「取付管延長」は、桝と下水道本管を結ぶ取付管実延長となり、私道整備

施行基準（Ｐ．１８）の５４塩化ビニル取付管布設工１、５５塩化ビニル

取付管布設工２、５６塩化ビニル取付管布設工３を適用する。 

（５） 工事費見積書 

請負者が作成する見積書を用意してください。 

※ 私道整備施行基準（P．1５～P．２０）」で規定した８６工種を使用し 

て作成してください。 

（６） 公図の写し 

東京法務局出張所等で入手し、その写しを用意してください。 

（７） 登記事項要約書又は全部事項証明書の写し 

東京法務局出張所等で入手し、その写しを用意してください。 

（８） その他、区長が必要と認めた書類 

工事内容によっては、別途書類の提出をお願いすることがあります。 
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申請の取下げ 

「申請の取下げ」とは、申請後、区が助成金交付決定を行う前に、都合により

取り下げることをいいます。この場合は、「助成金交付申請取下届」を提出し

てください。 
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工事の取りやめ 

「工事の取りやめ」とは、申請し、区から助成金交付決定通知書を受領後、都

合により、工事を取りやめることをいいます。この場合は、「取りやめ届」を

提出してください。 
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完了実績報告書 

「完了実績報告書」とは、工事のしゅん功後１４日以内に工事の完了実績を報

告することをいいます。 

「工事の出来形数量を記載した清算調書（見積書類）」、「しゅん功図」及び

「工事記録写真」を揃えて提出してください。特に「工事記録写真」は、紛失

や撮り忘れがあった場合、当該部分の助成はできませんのでご注意ください。 
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検査 

・「検査」は、施工場所において、「完了実績報告書」、「しゅん功図」及び「工 

事記録写真」と交付決定内容（工事目的物の出来形及び構造仕様等）を対比し 

て合否を判定します。 

・検査の日時及び場所を申請者及び請負者に通知し、立会いを求めます。 

・検査の結果、出来形及び構造仕様等が交付決定の内容と相違している場合又 

は不完全と認められる場合は、必要に応じて期日を定め手直しを指示します。 

・検査や手直しに応じない場合は、助成できませんのでご注意ください。 

・交付決定後、区に無断で工事内容の変更を行った場合は、変更部分の助成は 

いたしません。 

助成金交付金額確定通知書の受領

・検査に合格後、区から「助成金交付金額確定通知書」を郵送により通知いた 

します。この通知書には、区が実際に助成する具体的な金額を記載しますの 

でご確認ください。 

請求書の提出 

・助成金交付金額確定通知書を受領後３０日以内に次の（１）か（２）のいず 

れかの方法により請求書を提出してください。 

（１）償還払い 

（２）受領委任払い 

・私道助成制度は、申請者本人がいったん工事費の全額を支払い、その後に助 

成金を受領する「（１）償還払い」を原則としています。これに対して「（ 

２）受領委任払い」は、工事を行った際に、申請者が支払う分は、かかった 

工事費のうち申請者負担分のみで済むようにするもので申請者の一時的な負 

担を軽減するための制度です。残りの工事費（助成金交付金額）については 

豊島区が申請者の委任に基づき、請負者に直接支払います。 

・３月３１日（土曜日、日曜日、祝日の場合は、直前の平日開庁日。）までに 

請求書を提出しないときは、交付できません。 
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（１）償還払いの方法 

「請求書兼口座振替依頼書」に工事費全額の領収書の写しを添付のうえ 

助成金を請求してください。 
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（２）受領委任払いの方法 

「受領委任払い請求書兼口座振替依頼書」に申請者負担分の工事費の領 

収書の写しを添付のうえ、助成金を請求してください。 
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私道整備施行基準 

1 舗装版切断工１
厚さ１５ｃｍ以下のアスファルト舗装版の切断工に適用す
る。

ｍ

2 舗装版切断工２
厚さ１５ｃｍ以下のコンクリート舗装版の切断工に適用す
る。

ｍ

3 舗装版取りこわし積込み工１
人力によるアスファルト舗装版の破砕作業及び掘削・積込
の作業に適用する。

ｍ2

4 舗装版取りこわし積込み工２
人力によるコンクリート舗装版の破砕作業及び掘削・積込
の作業に適用する。

ｍ2

5 舗装版取りこわし積込み工３
機械によるアスファルト舗装版の破砕作業及び掘削・積込
の作業に適用する。

ｍ2

6 舗装版取りこわし積込み工４
機械によるコンクリート舗装版の破砕作業及び掘削・積込
の作業に適用する。

ｍ2

7 構造物取りこわし工１
土木工事におけるコンクリート無筋構造物等の人力取壊し
工に適用する。

m3

8 構造物取りこわし工２
土木工事におけるコンクリート鉄筋構造物等の人力取壊し
工に適用する。

m3

9 構造物取りこわし工３
土木工事におけるコンクリート無筋構造物等の機械取壊し
工に適用する。

m3

10 構造物取りこわし工４
土木工事におけるコンクリート鉄筋構造物等の機械取壊し
工に適用する。

m3

11 雨水桝撤去積込工
二次製品雨水桝（内径５０ｃｍ以下）の撤去積込みに適用
する。

基

12 汚水桝撤去積込工
二次製品汚水桝（内径５０ｃｍ以下）の撤去積込みに適用
する。

基

・区は、区道とは異なり、私道の構造や下水などの埋設状況について承知し

ておりませんが、助成金を皆さまに交付しますので、公共性の確保と区道

に準じた経済的で耐久性のある私道の工事を求めています。 

・そこで、区の助成金を使用して私道の工事を行う場合は、次に掲げる「私 

道整備施行基準」に合致するようにしてください。 

・直接工事費以外の諸経費は各工種に計上して見積もってください。 

・「交通誘導員」や「定型外の工事」など私道整備施行基準に掲載されてい 

ない内容を私道工事として採用したい場合は、申請前に専門業者が作成し 

た見積書及び図面等資料を持参のうえ、ご相談ください。 

※ 事前相談がない場合は、助成できませんのでご注意ください。 
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13 掘削工
掘削とは、現地盤線から施工基面までの土砂等を掘り下げ
る箇所であり埋戻しを伴わない箇所である。

m3

14 床堀工
床掘りとは、構造物の築造又は撤去を目的に、現地盤線又
は施工基面から土砂等を掘り下げる箇所であり、埋戻しを
伴う箇所である。

m3

15 埋戻し工
埋戻しとは、構造物の築造又は撤去後、現地盤線又は計画
埋戻し線まで埋戻す箇所であり、敷均し・締固めを含むも
のである。

m3

16 タンパ締固め工 建設機械タンパ使用の締固め工に適用する。 m3

17 人力積込工１ 仮置きされた土砂の人力積込み工に適用する。 m3

18 人力積込工２ 仮置きされたコンクリート塊の人力積込み工に適用する。 m3

19 型枠工１
無筋鉄筋構造物の型枠の組み立てから除去までの型枠工に
適用する。

ｍ2

20 型枠工２
均しコンクリートの型枠の組み立てから除去までの型枠工
に適用する。

ｍ2

21 モルタル工 普通セメントを使用したモルタル練工に適用する。 m3

22 コンクリ－ト工
一般的な構造物のコンクリート（ＢＢ１８２Ｂ）打設に適
用する。

m3

23 手練りコンクリ－ト工
構造物の構築において、コンクリート（ＢＢ１８２Ｂ）の
機械練りが不可能のため、手練りで行う場合に適用する。

m3

24 養生工１ 無筋構造物のコンクリート構造物の一般養生に適用する。 m3

25 養生工２ 鉄筋構造物のコンクリート構造物の一般養生に適用する。 m3

26 砕石基礎工１
土木構造物の人力による砕石基礎工（ＲＣ－４０）に適用
する。

m3

27 砕石基礎工２
土木構造物の機械による砕石基礎工（ＲＣ－４０）に適用
する。

m3

28 砂基礎工１ 土木構造物の人力によるしゃ断層用砂基礎に適用する。 m3

29 砂基礎工２ 土木構造物の機械によるしゃ断層用砂基礎に適用する。 m3

30 発生土処理費 建設発生土を２ｔトラック運搬処分に適用する。 m3
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31 アスコン塊処理費 アスコン塊を２ｔトラック運搬処分に適用する。 m3

32 コンクリート塊処理費 コンクリート塊を２ｔトラック運搬処分に適用する。 m3

33 二次製品処理費 二次製品を２ｔトラック運搬処分に適用する。 m3

34 汚水桝新設工１
塩化ビニル製の小型桝（防護蓋なし、塩化ビニル立ち上が
り管内径２０ｃｍまで）※処分費・土工を含む

基

35 汚水桝新設工２
塩化ビニル製の小型桝（防護蓋あり、塩化ビニル立ち上が
り管内径２０ｃｍまで）に適用する。※処分費・土工を含
む

基

36 汚水桝新設工３
角形ＣＤ桝（内径３５ｃｍまで）に適用する。※処分費・
土工を含む

基

37 汚水桝新設工４
Ｌ形桝（内径３５ｃｍ）に適用する。※処分費・土工を含
む

基

38 汚水桝新設工５
円形桝（内径３５ｃｍ）に適用する。※処分費・土工を含
む

基

39 汚水桝新設工６
Ｌ形桝（内径５０ｃｍ）に適用する。※処分費・土工を含
む

基

40 汚水桝新設工７
円形桝（内径５０ｃｍ）に適用する。※処分費・土工を含
む

基

41 雨水桝新設工１
Ｌ形桝（内径３５ｃｍ）に適用する。※処分費・土工を含
む

基

42 雨水桝新設工２
Ｌ形桝（内径５０ｃｍ）に適用する。※処分費・土工を含
む

基

43 雨水桝新設工３
塩化ビニル製の小型桝（格子蓋、塩化ビニル立ち上がり管
内径２０ｃｍまで）に適用する。※処分費・土工を含む

基

44 雨水桝新設工４
Ｕ形桝（内径５０ｃｍまで）に適用する。※処分費・土工
を含む

基

45 雨水桝新設工５
角形ＣＤ桝（内径３５ｃｍまで）に適用する。※処分費・
土工を含む

基

46 ます高さ調整工 二次製品ます縁塊部分の高さ調整に適用する。 基

47 ます縁塊取替工１
二次製品縁塊（内径３０ｃｍ）の撤去新設に適用する。※
処分費・土工を含む

基

48 ます縁塊取替工２
鋳鉄製品縁塊（内径３０ｃｍ）の撤去新設に適用する。※
処分費・土工を含む

基
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49 ます縁塊取替工３
二次製品縁塊（内径５０ｃｍ）の撤去新設に適用する。※
処分費・土工を含む

基

50 ます縁塊取替工４
鋳鉄製品縁塊（内径５０ｃｍ）の撤去新設に適用する。※
処分費・土工を含む

基

51 塩化ビニル管布設工１
塩化ビニル管（内径１５ｃｍ）の布設に適用する。※処分
費・土工を含む

ｍ

52 塩化ビニル管布設工２
塩化ビニル管（内径２０ｃｍ）の布設に適用する。※処分
費・土工を含む

ｍ

53 塩化ビニル管布設工３
塩化ビニル管（内径２５ｃｍ）の布設に適用する。※処分
費・土工を含む

ｍ

54 塩化ビニル取付管布設工１
塩化ビニル管取付管（内径１０ｃｍ）の布設に適用する。
※処分費・土工を含む

ｍ

55 塩化ビニル取付管布設工２
塩化ビニル管取付管（内径１５ｃｍ）の布設に適用する。
※処分費・土工を含む

ｍ

56 塩化ビニル取付管布設工３
塩化ビニル管取付管（内径２０ｃｍ）の布設に適用する。
※処分費・土工を含む

ｍ

57 Ｌ形工１
幅員４ｍ以下のＬ形側溝２５０の設置に適用する。※処分
費・土工を含む

ｍ

58 Ｌ形工２
幅員４ｍ以上のＬ形側溝３００の設置に適用する。※処分
費・土工を含む

ｍ

59 Ｌ形基礎工１
Ｌ形側溝２５０基礎の設置に適用する。※処分費・土工を
含む

ｍ

60 Ｌ形基礎工２
Ｌ形側溝３００基礎の設置に適用する。※処分費・土工を
含む

ｍ

61 境石工１ 境石工（一般部）の設置（基礎含む。）に適用する。 ｍ

62 境石工２ 境石工（乗入部）の設置（基礎含む。）に適用する。 ｍ

63 路盤工１
粒度再生調整砕石（ＲＭ－４０）、厚さ５ｃｍに適用す
る。

ｍ2

64 路盤工２
粒度再生調整砕石（ＲＭ－４０）、厚さ１０ｃｍに適用す
る。

ｍ2

65 路盤工３
粒度再生調整砕石（ＲＭ－４０）、厚さ１５ｃｍに適用す
る。

ｍ2

66 路盤工４
再生クラッシャラン（ＲＣ－３０）、厚さ５ｃｍに適用す
る。

ｍ2
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67 路盤工５
再生クラッシャラン（ＲＣ－３０）、厚さ１０ｃｍに適用
する。

ｍ2

68 路盤工６
再生クラッシャラン（ＲＣ－３０）、厚さ１５ｃｍに適用
する。

ｍ2

69 路盤工７
再生クラッシャラン（ＲＣ－４０）、厚さ５ｃｍに適用す
る。

ｍ2

70 路盤工８
再生クラッシャラン（ＲＣ－４０）、厚さ１０ｃｍに適用
する。

ｍ2

71 路盤工９
再生クラッシャラン（ＲＣ－４０）、厚さ１５ｃｍに適用
する。

ｍ2

72 路盤工１０
再生クラッシャラン（ＲＣ－４０）、厚さ２０ｃｍに適用
する。

ｍ2

73 舗装工１５型
密粒アスコン５ｃｍ、粒度再生調整砕石（ＲＭ－４０）１
０ｃｍ（乳剤なし）に適用する。

ｍ2

74 舗装工２０型
密粒アスコン５ｃｍ、粒度再生調整砕石（ＲＭ－４０）１
５ｃｍ（乳剤なし）に適用する。

ｍ2

75 舗装工２５型
密粒アスコン５ｃｍ、再生粗粒アスコン５ｃｍ、粒度再生
調整砕石（ＲＭ－４０）１５ｃｍに適用する。

ｍ2

76 透水性舗装工１５型
開粒アスコン１号５ｃｍ、再生クラッシャラン（ＲＣ－４
０）１０ｃｍ（乳剤なし）に適用する。

ｍ2

77 透水性舗装工３０型
開粒アスコン１号５ｃｍ、開粒アスコン２号５ｃｍ、再生
クラッシャラン（ＲＣ－４０）２０ｃｍ（乳剤なし）に適
用する。

ｍ2

78 アスコン５型 密粒アスコン５ｃｍ（乳剤なし）に適用する。 ｍ2

79 アスコン１０型
密粒アスコン５ｃｍ、再生粗粒アスコン５ｃｍ（乳剤な
し）に適用する。

ｍ2

80 アスコン１５型
密粒アスコン５ｃｍ、再生粗粒アスコン１０ｃｍ（乳剤な
し）に適用する。

ｍ2

81 アスコン５型（透水） 開粒アスコン１号５ｃｍ（乳剤なし）に適用する。 ｍ2

82 アスコン１０型（透水）
開粒アスコン１号５ｃｍ、開粒アスコン２号５ｃｍ（乳剤
なし）に適用する。

ｍ2

83 プライムコート散布
石油アスファルト乳剤（カチオン乳剤ＰＫ－３）に適用す
る。

ｍ2

84 タックコート散布
石油アスファルト乳剤（カチオン乳剤ＰＫ－４）に適用す
る。

ｍ2
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85 不陸整生工（振動ローラ） 振動ローラによる不陸整生工 ｍ2

86 不陸整生工（タンパ、ランマ） タンパ、ランマによる不陸整生工 ｍ2
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Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ 





豊島区 都市整備部 道路整備課 道路整備グループ 

（本庁舎６階１４番窓口） 

〒１７１－８４２２ 豊島区南池袋二丁目４５番１号  

ＴＥＬ ０３－３９８１－４８７８ 

ＦＡＸ ０３－３９８１－１００８ 

受付時間 平日８時３０分 ～ １７時１５分 


